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幼稚園児の「しんのすけ君」はチョコビと、チョコビ以外の、とにかくお菓子が大好き。かあちゃんの
みさえがくれる毎日のお小遣いで「チョコビと、チョコビ以外のお菓子を買って」日々をとてもとても
幸せに暮らしている。。。。ようは、どこにでもいる、しかも幼稚園児だ！

想像してみて下さい。。。

ミクロ経済学の理論は単純で、人々の消費行動というのは「買うことのできる範囲」で、その人にとって
一番うれしいように、財やサービスを買っている（それぞれの財やサービスの買う量を決めている）はず、
というもの。

そして、「その様子は、こんな風だよね。違う？」と言っているのがミクロ経済学の消費者の理論

けど、そんな私たちの消費者としての「様子や姿」を、どうやったら描き出せるというのか。

ミクロ経済学なる学問は、そんなものを、どう描き出しているというのか。



しんちゃんの「好み」を描き出したい。しんちゃんは幼稚園児で、基本的にお菓子が大好きで
特に「チョコビ」が大好きな普通の（？）どこにでもいる幼稚園児だ。

こういうときは、とりあえずしんちゃんが大好きな「チョコビ」を軸に、しんちゃんに、しんちゃんの好みを
聞いていくことにしよう。（そうすることで実はしんのすけの好みというものを描き出すことが可能になる）。

そんな、しんちゃんの「好み」という「本人しか分らないもの」を、どう描けというのか？

キーとなる質問の仕方：

「ねえねえ、しんちゃんはさ、もしチョコビが○○と、チョコビ以外のお菓子（詰め合わせ）が△△個
もらえたら、どれくらい嬉しいかな？」

「うーん、だったら、おら、これぐらい嬉しいぞ」

「ふ～ん、だったらしんちゃん、もしチョコビが○○○と、チョコビ以外のお菓子（詰め合わせ）が
△△△個もらえたとしたら、どれくらい嬉しいかな？」

「うーん、だったら、おら、これぐらい嬉しいぞ」
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これって、どう考えても、しんちゃんという幼稚園児の「心の声（好みの姿）」を、聞き出しているよね。

でしょ？違う？

だったら、いましんちゃんから聞き出した、これらの
「だったら、おら、これぐらい嬉しいかな？」
という情報を、図にプロットしていってみよう！

そうしたら、そこに浮かび上がってくる「何か」は
しんのすけの「好み」の、姿と言えるんじゃない？

「しんちゃんは、もしチョコビが○○と、チョコビ以外の
お菓子（詰め合わせ）が△△個もらえたら、これぐらい
嬉しいんだって。」という情報を、どんどん、左のような
軸を用意して、プロットしていってみようよ。



そうやって、どんどんプロットしていく（棒グラフの棒を立てていく）と、そこにしんちゃんの
好みが、浮かび上がってくる！



産大生の声：「ちょっと待った！江口先生、何をさっきから妄想ばかりしゃべっているんですか？」

江口先生：「ん？妄想だ？」

産大生の声：「だって、そりゃ、しんちゃんみたいな幼稚園児がいたとして、今言ったような質問を
繰り返せば、まぁ、そりゃ確かに、しんちゃんの「好み」ということになるのかもしれませんけどね。

けど、そんな「チョコビがいくらいくらと、チョコビ以外のお菓子がいくらいくらもらえたら、
どれくらい嬉しいかな？」なんて、普通、聞かない（質問しない）っしょ？

わたしだって、人生20年ほど生きていますけど、そんな質問、されたこともないし、考えたことも
ないですよ。

江口先生の返答

「その通りだ。私自身、人生55年生きていて、そんなことは聞かれたこともない。」

「なので、たしかに妄想である。」

「そんなことは分った上で、なおかつ妄想を述べているので、もう少し、我慢して付き合って
ちょうだいな。そうすれば、この先（あと20分ぐらい先？）で、もう少し詳しく、この
「妄想」が「単なる妄想、といって切り捨てることができない、なかなかディープな妄想」
であることを説明するのでね。」











効用関数の形、特に、無差別曲線の形

いろいろな制約のもとで人々が選択（「おら、ここがいいゾ」といって選ぶ）を
行う際の、「選択の源泉」「選択していく際の原動力」。

そんな話しがなぜ重要か？

人の好み（つまりは効用関数の形、とりわけその等高線である無差別曲線の形）は

人々の行動（「おら、ここがいいゾ」）を「それに伴って生じさせるパルス（内なる心の声や姿）」



で、さっきの「しんのすけの好みの姿」という「妄想」に、意味はあるのか？という産大生の声に
対する江口の回答の続き(^◇^;)

個人差はもちろん、あるし、デフォルメ（写真ほど詳しくは描かず、一部、イラスト化）もされている。

なので「現実そのもの」ではない。「写真」ではない。

けど、十分、現実じゃん。イラスト化された現実じゃん。

けど、「個人差」があるでしょ？先生の好みと私の好みは違うでしょ？あと、「イラスト化されて
切り捨てられた、細かい部分は、無視していいんですか？」



例えば「人の顔」は、個人差はあるけれども、同じじゃない？
私も君も、例えば「目は2つあり、鼻は顔の真ん中にあり、口は1つで・・・」というのは、同じ
じゃないですか。

そのような、「誰であっても、人の好みの姿なんて、やっぱり、こうだよね」と言える姿（目鼻顔立ち）
を「うん、そうだそうだ」といえるぐらいにしっかり捉えて描き出していれば、
「あとは、多少の個人差」なので、
「それ（個人差）は、まぁ、とりあえず追求しなくていいじゃない。人の顔と同じで、個人差まで
追求しはじめたらキリがないじゃん。」

それから、
どうせ調べたって「誰であっても、人の好みの姿なんて、やっぱり、こうだよね」と言える姿
があって「あとは、多少の個人差ぐらい」ということは、

逆に、いちいち
一人一人の好みなんて調べなくていいじゃん。しょせん似た通った形、こんな調子なことは
分かってるんだから、調べなくていいじゃん」
という、そういう発想になるわけさ。



「現実（実際の消費者）」と「モデル（ミクロ経済学の中で描かれている消費者の姿）」の関係

2020年の産大の入試パンフレットより(^_^; 産大の２００６年頃の入試キャラクター「経済」さん



次に、「しんのすけが、日々、お小遣いで買うことのできる範囲」を考えよう。







さてさて、消費者行動の理論を一通り復習したところで・・・

話は「代替効果」と「所得効果」という話しに飛ぶ。。。（聴いたことはあるだろう？）

私たちは「今日からコンビニでおにぎり１００円セールが始まる」と聞くと、そのとたんに
「だったらコンビニおにぎりを買って食べようか」といって、「買ってみようかな（＝需要）」
が、おにぎりに流れる。気持ちは完全におにぎりのほうにシフトしてしまう。おにぎり以外の
食事については心が離れる（需要量が減る）。これが代替効果。

一方、私たちは
「コンビニのおにぎりは普段通りの値段で売られている。。。と、おっと、安倍政権がコロナ渦の
中、国民ひとりあたり10万円くれるらしい。。。なんとラッキー。だったらもっとコンビニおにぎりを
たべられるじゃないか（or だったら、コンビニおにぎりなんか食べるのはやめて焼き肉屋に
焼き肉食いにいこうじゃないの」と思う。。。これが所得効果。

私たちの消費者としての選択（何をどれだけ買うか）は、日々、「あっ、これが安い。よし！」という
「代替効果」と、「おっと、旦那のへそくりを見つけてしまった。ラッキー。使ってやれ。」という
「所得効果」の「合わせ技」によってあっちにいったりこっちにいったりしている。



所得拡張経路

・・・しんのすけの「おこづかい」が増えた（が、チョコビと、チョコビ以外のお菓子の値段は
変わらない）としたら、しんのすけがチョコビとそれ以外のお菓子をどれだけづつ買うかな？という
ライン。

上級材と下級材

しんのすけのお小遣いが増えた場合に

「だったらオラ、もっと買うぞ」といってたくさん買おうとするのが「上級材」

「だったらオラ、こんなの買うのやめるぞ（もっといいものが買えるから）」といって
「買う量を減らす」のが「下級材」

下級材の例（産大の学生がこれまで江口に教えてくれた例）

小型のバイク

新幹線の「自由席」

ミクロ経済学演習2020課題１：下級材の例をいくつか挙げよ（つまり、あなたにとって
「これは下級材かな？」と
思う財・サービスを述べよ、ということ。）締め切り：明日の夜9時、提出先：eguchi@st.nsu.ac.jpに
メールで送ってくること。メールの要件（Subject）は「ミクロ経済学演習４：学籍番号氏名」









効用関数の形がおよそ分ったところで・・・

数式（効用関数の式）として、「いままで習ったような効用関数の形を（およそでいいから）
言い表すような式」は、あるの？

チョコビ以外のお菓子
の量

チョコビの量

効
用
（
う
れ
し
さ
）

つまり、「水平に切った切り口が○○という感じ」

「タテに切った切り口が△△みたいな感じ」

となるような、都合の好い（しかもできれば簡単な）式って
あるんですか？

U=X Y

嬉しさ（効用）＝ チョコビの量 それ以外のお菓子の量

U=X       Y0.5 0.5



チョコビ以外のお菓子
の量

チョコビの量

効
用
（
う
れ
し
さ
）

U=X Y

嬉しさ（効用）＝ チョコビの量 それ以外のお菓子の量

U=X       Y1 1 U=X Y

足して1を超えてしまう

1＋1＝２
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となるような、都合の好い（しかもできれば簡単な）式って
あるんですか？

U=X Y

嬉しさ（効用）＝ チョコビの量 それ以外のお菓子の量

U=X       Y0.5 0.5



効用関数の形がおよそ分ったところで・・・

チョコビ以外のお菓子
の量

チョコビの量

効
用
（
う
れ
し
さ
）

U=X Y

嬉しさ（効用）＝ チョコビの量 それ以外のお菓子の量

U=X       Y0.3 0.3

足して1にならない

0.3+0.3＝0.6


